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資料：GlaxoSmithkline Annual Report 2002
　図表３　産業別、性格別研究費の構成比（2001 年）２）
出典：総務省「科学技術研究調査報告」
産業 基礎研究 応用研究 開発研究
全企業 5.8 20.4 73.9
製造業 5.7 20.0 74.3
　化学工業 15.7 25.2 59.1
　　総合化学・化学繊維 10.7 26.4 62.9
　　油脂・塗料 7.3 25.7 67.0
　　医薬品 23.0 24.5 52.6
　　その他の化学工業 6.3 24.6 69.1
　電気機械工業 3.8 19.2 77.0
　　電気機械器具 5.2 26.1 68.6
　　通信・電子・電気計測器 3.2 16.6 80.2
　自動車 1.9 13.0 85.1
　精密機械工業 1.8 24.6 73.6
ソフトウェア業 1.3 7.4 91.3
（単位：％）
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順位 企業名 研究開発費（百万ドル） 売上高比（％）
1 ファイザー（アメリカ） 4,036 14.7
2 アベンティス（フランス） 3,228 16.4
3 アストラゼネガ（イギリス） 2,923 15.8
4 ノバルティス（スイス） 2,831 13.1
5 ジョンソン＆ジョンソン（アメリカ） 2,600 9.5
6 ロシュ（スイス） 2,521 13.7
7 メルク（アメリカ） 2,068 6.3
8 グラクソ・ウエルカム（イギリス） 2,056 14.9
9 バイエル（ドイツ） 2,001 7.8
10 ブリストル・マイヤース・スクイブ（アメリカ） 1,843 9.1
11 イーライ・リリー（アメリカ） 1,784 17.8
12 アメリカン・ホーム・プロダクツ（アメリカ） 1,740 12.8
13 スミスクライン・ビーチャム（イギリス） 1,649 12.1
14 ファルマシア・アップジョン（アメリカ） 1,434 19.8
15 アボット（アメリカ） 1,194 9.1
16 シェイリング・プラウ（アメリカ） 1,191 13.0
17 サノフィ・サンテラボ（フランス） 851 17.0 
武田薬品工業（日本） 692 8.4 
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